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令和５年度全会計の決算を認定令和５年度全会計の決算を認定  
数字で見る まちの主な財政指標数字で見る まちの主な財政指標
クローズアップ 2023 決算・事業クローズアップ 2023 決算・事業
決算・質疑決算・質疑
９月定例議会９月定例議会
町政を問う・一般質問町政を問う・一般質問
アンケートにご協力ありがとうございましたアンケートにご協力ありがとうございました

9月 30日、産業まつりで鹿追高校生ボラ9月 30日、産業まつりで鹿追高校生ボラ
ンティアが、神田日勝記念美術館と「未完のンティアが、神田日勝記念美術館と「未完の
馬」ＰＲのため、未完の馬マーク入りクッキー馬」ＰＲのため、未完の馬マーク入りクッキー
等の販売や風船配布を行いました。等の販売や風船配布を行いました。
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収入
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自
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源
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存

財

源

８２億

その他
2億1343万円 2.3%

その他
3億5255万円 4.1%

農畜産業・基盤整備等のために
（農林費）

14億3742万円 18.5%

各種基金（諸支出金）
5億5606万円 7.1%

教育等のために（教育費）
7.7%5億9718万円

事業を行うため借り入れるお金
（町債）

4.3%3億5425万円

個人や会社等からの税（町税）
11.0%9億980万円

まちづくり・地域活性化等の
ために（総務費）

22億2706万円 28.6%

施設等の使用料及び手数料
7.7%6億3758万円

使い道が決められている国からの
交付金等（国庫支出金）
7億880万円 8.6%

道路・公園等のために（土木費）
4億823万円 5.2%

預金利子やバイオガスプラント
売電収入等（諸収入）
4億4835万円 5.4%

使い道が決められている
道からの交付金等（道支出金）
2億9710万円 3.6%

疾病予防・公衆衛生等の
ために（衛生費）

6.2%4億8126万円

預金を取り崩して収支の不足を
補うお金（繰入金）

7.1%5億8992万円

前年度からの繰越金
6億646万円 7.3%

観光や商工業等のために(商工費）
2億2562万円 2.9%

借金の返済額（公債費）
11.3%8億7976万円

老人福祉・心身障がい者等の
ために（民生費）
6億3268万円 8.1%

その他
3億3725万円 4.3%

自治体間の格差を小さくするため
国から交付されたお金（地方交付税）

38.2%31億6650万円

41.1
%

58.9%

一般会計  収入
前年度比 1.0％増

借入金（町債）と積立金取り崩し（繰入金）が増加
町税や新型コロナウイルス関連の交付金、バイオガスプラント売電収

入等の諸収入が減少。一方、建設事業等により支出が大きく増加したため、
借入金（町債）や積立金取り崩し（繰入金）を増やし財源とした。

全会計全会計のの決算決算をを認定認定
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野村　英雄
代表監査委員

一般会計  支出
前年度比 2.4％増

物価高騰による経費や建設事業費で増加
物価高騰による経常的な経費の増加や、庁舎エレベーター整備、鹿追

小学校体育館特定天井外改修等の建設事業費、ゼロカーボン推進関連事
業等により支出が大きく増加した。
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８２億

その他
2億1343万円 2.3%

その他
3億5255万円 4.1%

農畜産業・基盤整備等のために
（農林費）

14億3742万円 18.5%

各種基金（諸支出金）
5億5606万円 7.1%

教育等のために（教育費）
7.7%5億9718万円

事業を行うため借り入れるお金
（町債）

4.3%3億5425万円

個人や会社等からの税（町税）
11.0%9億980万円

まちづくり・地域活性化等の
ために（総務費）

22億2706万円 28.6%

施設等の使用料及び手数料
7.7%6億3758万円

使い道が決められている国からの
交付金等（国庫支出金）
7億880万円 8.6%

道路・公園等のために（土木費）
4億823万円 5.2%

預金利子やバイオガスプラント
売電収入等（諸収入）
4億4835万円 5.4%

使い道が決められている
道からの交付金等（道支出金）
2億9710万円 3.6%

疾病予防・公衆衛生等の
ために（衛生費）

6.2%4億8126万円

預金を取り崩して収支の不足を
補うお金（繰入金）

7.1%5億8992万円

前年度からの繰越金
6億646万円 7.3%

観光や商工業等のために(商工費）
2億2562万円 2.9%

借金の返済額（公債費）
11.3%8億7976万円

老人福祉・心身障がい者等の
ために（民生費）
6億3268万円 8.1%

その他
3億3725万円 4.3%

自治体間の格差を小さくするため
国から交付されたお金（地方交付税）

38.2%31億6650万円

※正職員及び会計年度任用職員フルタイムの給与、手当は総務費に含む。

※文中、表、グラフの金額は１万円未満切り捨て、率は小数点第二位を四捨五入。　※各科目ごとの金額及び％の合計は、合計額及び 100％と一致しない。

各会計決算審査各会計決算審査
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財政力（３カ年平均の財政力指数）借金全体（３カ年平均の実質公債費比率）

弾力性（経常収支比率）

貯金と借金

主要２基金（減債・財政調整基金）

数字で見る　まちの主な財政指標

人件費や借金返済（公債費）等、固定的に支払う経
費（経常的経費）に、町税や普通地方交付税等の収入（経
常的収入）がどれだけ使われたのかを示します。
数値が低いほど新たな行政サービス（政策的経費）
に投資でき、弾力性があるといえます。	

貯金（基金等）は主に町づくり基金、国民健康保険事
業基金、鹿追高等学校支援基金の減少により、令和４年
度より 3759 万円減少しています。
借金（地方債）は主に過疎対策事業、緊急防災・減債
事業、臨時財政対策債の償還により、令和４年度より
６億 7857 万円減少しています。

減債基金は、借金返済（公債費）を計画的に行うた
めに積み立てる基金。財政調整基金は、年度間の財政
の変動に備えて積み立てる基金。余裕がある年度に積
み立て、災害等の理由で不足が生じた年度に活用しま
す。

財政力を示す指標で、数値が高
いほど町税等の自主財源が多いこ
とを示します。
100％との差額分は、国からの
お金（普通地方交付税）で賄われ
ます。

一般会計等の借金返済（公債費）
等を、標準的収入で割った比率で
す。18％以上は借金（起債）をす
るときに北海道の許可が必要とな
り、25％以上は一部を除いて借金
が不許可となります。

（前年度比 0.1 ポイント減）
減債基金残高

（R5.3 末より 1443 万円増）
財政調整基金残高

（R5.3 末より 10 万円増）

（前年度比
  0.4 ポイント減）

（前年度比
  0.4 ポイント増）

81.6％11 億 4820 万円

5 億 6530 万円

25.1％9.7％

■まちの 貯 金 （基金等）※全会計の額

39 億 9291 万円 
（R5.3 末より 3759 万円減）

町民 1人当たり
80 万 3242 円 （人口 4971 人）

■まちの 借 金 （地方債残高） ※全会計の額

74 億 2432 万円
（R5.3 末より 6 億 7857 万円減）

町民 1人当たり
149 万 3527 円 （人口 4971 人）

これらの数値から、鹿追町の財政状況が 
見えてきます。

減債基金

財政調整基金

年度

借金残高

貯金残高

年度

年度

※金額及び人口は令和 6年 3月末現在の値
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物価高騰による家計負担の軽減と
地域消費喚起のため、町民へ商品券

6592 万円

シェアハウス内部シェアハウス内部

物価高騰対応事業商品券物価高騰対応事業商品券

7094 万円

3798 万円

7755 万円

役場周辺エリアをＺＥＣ（ゼロ・エネルギー・コミュ
ニティ）化するため、改修の検討委託事業を行なった。
既存の自営線ネットワークを拡張し、再生可能エネル

ギーの導入と役場周辺公共施設の省エネルギー化改修を
行う。

役場庁舎に、エ
レベーターを整備
した。エレベー
ターは 11 人乗り
で、前後方向にド
アが開くスルー型
になっている。

鹿追高校生の全国募集に伴い、生徒を受け入れる居住
環境を整備した。教員住宅3棟６戸を生徒用居室12部屋、
食事・共有スペース、ハウスマスター用居室に改修した。

鹿追小学校体
育館のつり天井
耐震化工事等を
行なった。

公共施設が省エネ改修される役場周辺エリア公共施設が省エネ改修される役場周辺エリア

スルー型エレベータースルー型エレベーター

■	秋祭りでおみこしを担ぎました！
皆さんに「肩が届いてないよ～」と言われながら ( ＾＾ )つぶやき

役場周辺エリアＺＥＣ化事業

庁舎エレベーター整備事業

鹿追高等学校シェアハウス整備事業

1 億 2476 万円
鹿追小学校体育館特定天井外改修

物価高騰対応支援

水槽付消防ポンプ自動車更新重点対策加速化事業

8530 万円
家庭用及び事業者用太陽光発電・蓄電池等の再生エネ

ルギー導入に対する補助及び執行事務委託を行なった。
また、スポーツセンターの照明をＬＥＤに改修した。

1 億 528 万円

を配布した。ま
た、農業者・中
小企業者・非課
税世帯への支援
として、給付金
支給も行なった。

クローズクローズアップアップ20232023
決 算・ 事 業決 算・ 事 業

鹿追消防団第 1 分団の水槽付ポンプ
自動車を更新した。既存のポンプ車は

平成元年式
で、購入後
33 年 経 過
していた。

更新した水槽付ポンプ自動車更新した水槽付ポンプ自動車

鹿追小学校鹿追小学校

見本
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質 疑質 疑
決算審査特別委員会

副委員長に川染洋委員を互選して審査を行いました。
員会を設置しました。特別委員会は、議長と議会選出

知らせします。

総務費

地域のつながり活動助成金が
使いづらいのでは

地域のつながり活動助成
金が、使いにくいのでは。

使いやすいように制度を
改正した。

以前は、推進項目を２項目
以上実施することとしていた
が、令和５年度から１項目以
上実施で助成対象となる。

地域のつながり活動の様子地域のつながり活動の様子

総務費

ジオパーク
再認定に向けて課題は

とかち鹿追ジオパークは
2025 年に 3 回目の再認

定を控えているが、2 回目再
認定の際に指摘された課題の
進ちょく状況は。

指摘された大部分につい
ては改善していると考え

ている。
平野部のジオストーリーを

作成してはとの指摘があった
ため、現在作成している。

ビジターセンター内部ビジターセンター内部

総務費

管理職の職員研修が重要では

職員の研修が重要であ
る。特に課長職が課の職

員をどう指導するか研修し、
まとめていくかが重要では。

職員は上のものを見なが
ら成長する部分が大き

い。管理職が研修を受け、自
己研鑽をすることが重要だと
考える。そういった面からア
プローチしていきたい。

説明員として議会に出席する管理職説明員として議会に出席する管理職

総務費

町ホームページを
リニューアルする考えは

町のホームページが長い
間同じ体裁である。

リニューアルをする考えは。
また、閲覧数調査をしてい

るか。

現在のホームページは、
平成 12 年に製作後何

度か更新しており、現在もリ
ニューアルについて検討して
いる。令和５年度の閲覧数は
約 49万件である。

町ホームページのリニューアルを町ホームページのリニューアルを

総務費

タクシー助成の対象者と
交付決定方法は

タクシー助成対象者と申
請方法、交付決定方法は。

タクシー券タクシー券

対象者は 70歳以上の方、
運転免許証を自主返納し

た方、心身障害者手帳１級か
ら３級の交付を受けている方
等。前年度の申請者に案内し、
毎年申請してもらい交付決定
する。年度の途中でも随時受
け付けしている。

民生費

寿
ことぶききんろうかい

勤 労 会 のあり方について
どのような検討がされたか

寿勤労会について以前質
問と提案をしたが、令和

５年度はどのような検討がさ
れたか。

会のあり方について提案
のあった、ワークシェア

リングの研究と情報収集を行
なっている。年齢の枠を外し、
子育て世代等の働きたい方を
どう集め進めていくか、さら
に検討を進めたい。

寿勤労会による草取り寿勤労会による草取り

見本

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

ＱＱ

ＡＡ

Ａ

ＡＡ

Ａ
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決決 算算
令和５年度の決算認定を行うため、決算審査特別委

■	○○の秋と言われますが、自分に合ったものを探してみます。つぶやき

決算審査特別委員会

監査委員を除く９人で構成し、委員長に清水浩徳委員、
ここでは委員会で出された質疑の一部を要約してお

農林費

有害鳥獣駆除の
手応えと課題は

有害鳥獣の駆除実績から
手応え、課題など担当課

の分析は。

箱わな設置等で一定程度
の駆除数がある。

鳥獣による農畜産物被害も
あり、家畜伝染病の媒介にな
ることも否定できない。
予防のため自己防疫に努め

ていただきながら、引き続き
駆除に努めたい。

箱わな等で駆除箱わな等で駆除

教育費

国際バカロレア推進による
効果や変化は

国際バカロレアを推進し
ていく中で、先生や生徒

に効果や変化はあったか。

鹿追及び瓜幕中学校が候
補校になっている。

従来の先生が教える授業か
ら、子どもが自らテーマを見
つけて課題を設定し、自分で
学び取る授業に転換していっ
ている。

バカロレア候補校の鹿追中学校バカロレア候補校の鹿追中学校

民生費

発達支援センター
利用者数減の理由は

発達支援センターの利用
者数が減っているが、そ

の理由は。

利用者の発達面が育って
きた場合、保護者合意の

うえ卒業となるため減少して
いる。

発達支援センター発達支援センター

土木費

道路沿いの木の伐採
基準は

町道や道道、国道沿いの
木が伸びて標識が見えな

い箇所がある。木を伐採する
基準はあるか。

木の伐採に関する要望
は、 電 話 や 地 域 マ ネ

ジャーを通じていただき、随
時対応している。道道や国道
沿いの木の伐採は、道路管理
者に電話でお願いしている。

木の伐採基準は木の伐採基準は

商工費

観光協会の代表的な事業は

観光協会に 1700 万円補
助金を支出しているが、

代表的な事業は。

店食べ応援チケットに
500 万円補助した。他に

しかおいてくてくマルシェや、
観光プロモーションとしてシ
カオイグラフィックスの発行
が主な事業である。

シカオイグラフィックスシカオイグラフィックス

総括質疑

視察の受け入れを
有料化しては

鹿追町には脱炭素やバイ
オ ガ ス プ ラ ン ト、 ジ オ

パーク等について多くの視察
者が来町している。視察料を
有料化する町村が増えている
が、本町も有料化する考えは。

近年は高校支援や山村留
学に関する視察も増えて

いる。年度内に議論して方向
性を示したい。

視察受け入れで業務が増加視察受け入れで業務が増加

知り
たい

Ｑ

ＱＱ

Ｑ

ＱＱ

Ａ

Ａ

Ａ

Ａ
Ａ

Ａ
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地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
会
社
設
立

○
地
域
新
電
力
会
社
出
資
金	

４
０
０
万
円

エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
等
を
手
が
け

る
「
株
式
会
社
エ
ネ
ウ
ィ
ル
」
と
地

域
新
電
力
会
社
を
設
立
す
る
。

主
に
電
気
の
販
売
を
行
い
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
に
取

り
組
む
。
そ
の
ほ
か
、
電
気
設
備
設

置
運
営
や
再
エ
ネ
設
備
導
入
等
の
事

業
を
行
う
。出
資
割
合
は
、エ
ネ
ウ
ィ

ル
が
90
％
で
鹿
追
町
が
10
％
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

○
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
定
期
接
種

委
託
事
業	

１
３
０
０
万
円

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

を
行
う
。
対
象
者
は
65
歳
以
上
及
び

60
歳
か
ら
64
歳
の
基
礎
疾
患
の
あ
る

方
。
自
己
負
担
額
は
３
０
０
０
円
。

障
が
い
者
就
労
支
援

○
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
増
設

補
助
金	

８
０
０
万
円

就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
の

増
設
工
事
に
対
し
補
助
を
行
う
。

現
在
の
作
業
所
が
手
狭
に
な
っ

た
た
め
、
も
み
じ
工
房
の
東
隣
に
設

置
す
る
。

作
業
室
や
、
ハ
ウ
ス
で
収
穫
し
た

野
菜
等
を
販
売
す
る
シ
ョ
ッ
プ
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
る
。

○
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
増
設

貸
付
金	

２
０
０
０
万
円

鹿
追
高
校
支
援

○
鹿
追
高
校
寄
宿
舎
用
備
品
等
購
入		

１
２
０
３
万
円

元
町
４
丁
目
に
新
設
す
る
鹿
追

高
校
寄
宿
舎
用
の
家
電
設
備
及
び
調

理
器
具
等
を
購
入
す
る
。

○
庁
舎
応
接
室
用
机
・
椅
子
購
入	

３
０
０
万
円

○
町
営
牧
場
バ
ー
チ
カ
ル
ミ
キ
サ
ー

購
入	
２
９
９
２
万
円

○
観
光
協
会
補
助
金	

75
万
円

○
鹿
追
７
号
線
ほ
か
舗
装
補
修
工
事

３
６
３
万
円

○
鹿
追
北
12
線
舗
装
工
事	８

３
７
万
円

○
公
営
住
宅
・
町
営
住
宅
修
繕	

７
０
０
万
円

【
財
産
の
取
得
】

○
瓜
幕
バ
イ
オ
ガ
ス
プ
ラ
ン
ト
バ
イ

オ
液
肥
散
布
作
業
機
械
購
入
一
式

３
０
５
８
万
円

○
デ
ジ
タ
ル
手
続
条
例

「
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報
通

信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る
法
律
」

が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
町
の

条
例
も
「
鹿
追
町
デ
ジ
タ
ル
手
続
き

条
例
」
と
し
て
全
部
改
正
を
行
う
。

行
政
手
続
き
を
行
う
際
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
に
よ
る
電
子
署
名
法
及

び
適
用
除
外
等
に
つ
い
て
規
定
す

る
。

○
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任

石い
し
か
わ
お
さ
む

川
修
さ
ん
の
再
任
に
同
意
し

た
。任

期
は
令
和
６
年
９
月
27
日
か

ら
令
和
10
年
９
月
26
日
ま
で
。

○
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

上う
え
し
ま嶋
陽よ
う
こ子
さ
ん
の
再
任
に
同
意

し
た
。

任
期
は
令
和
６
年
10
月
１
日
か

ら
令
和
10
年
９
月
30
日
ま
で
。

○
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

三み
よ
し好

紀の
り
こ子

さ
ん
の
推
薦
に
つ
い

て
適
任
と
し
た
。

９月定例議会

９
月
定
例
議
会
が
９
月
９
日
か
ら
20
日
ま
で

の
12
日
間
で
開
か
れ
た
。

条
例
改
正
、
補
正
予
算
、
決
算
認
定
他
全
20

件
を
審
議
し
、
全
て
原
案
ど
お
り
可
決
し
た
。

補補  
正正  
予予  
算算

条条  

例例  

改改  

正正

一
般
会
計
補
正
予
算

１
億
３
８
３
２
万
円
追
加

総
額
84
億
２
６
４
２
万
円

もみじ工房の東隣（右奥）に作業所を設置もみじ工房の東隣（右奥）に作業所を設置

工事が進む鹿追高校寄宿舎建設現場工事が進む鹿追高校寄宿舎建設現場

■請願第３号
◎件　　名　改正食料・農業・農村基本法の
　　　　　　実効性確保等に関する請願
◎請	願	者　	鹿追町農民団体連絡協議会
　　　　　		会長　武藤	敦則
◎紹介議員　清水	浩徳・山口	優子
◎請願趣旨　
　改正基本法に基づく次期基本計画の改訂
にあたり、農業予算の拡充及び国内農業生
産の増大を図る意欲的な目標値を設定し、
未達成品目の実効性を確保する具体的な施
策を講ずる等、食料自給率の向上に努める
こと。

◎意	見	書　関係大臣・衆参議院議長に送付

択採を請願

人人  

事事  

案案  

件件

定例議会定例議会
9 月9 月
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一般質問

町
政
を
問
う
。

町
政
を
問
う
。

９
月
17
日
、
３
人
の
議
員
が

一
般
質
問
を
行
な
っ
た
。

解体が進む新生団地

こ
れ
か
ら
の
ス
ト
ニ
ィ
プ
レ
イ
ン
町

台
東
区
と
の
交
流
事
業
は

協
議
を
進
め
る

自治体交流自治体交流
A Q（

答
弁
）
喜
井
町
長

鹿
追
高
校
と
町
教
育
委

員
会
で
、
メ
モ
リ
ア
ル
コ

ン
ポ
ジ
ッ
ト
高
校
で
の
３

か
月
以
上
の
留
学
事
業
に

つ
い
て
検
討
を
始
め
た
。

ま
た
、
姉
妹
都
市
交
流

締
結
40
周
年
を
迎
え
る
に

あ
た
り
、
相
互
訪
問
団
の

派
遣
事
業
や
記
念
式
典
等

の
開
催
を
計
画
し
た
い
。

本
年
７
月
、
初
め
て
台

東
区
長
が
来
町
し
、
本
町

の
特
色
や
魅
力
、
交
流
の

重
要
さ
を
理
解
い
た
だ
け

た
。来

年
３
月
の
３
度
目
の

連
携
協
定
締
結
を
目
指
し
、

今
後
ど
の
よ
う
な
交
流
が

で
き
る
の
か
を
含
め
、
台

東
区
側
と
の
協
議
を
進
め

た
い
。

（
質
問
）

ス
ト
ニ
ィ
プ
レ
イ
ン
町

へ
は
多
く
の
町
民
が
訪
れ
、

平
成
８
年
度
か
ら
は
鹿
追

高
校
の
新
入
学
生
全
員
を

体
験
留
学
生
と
し
て
送
り

出
し
て
い
る
。
高
校
存
続

の
観
点
か
ら
も
、
短
期
の

み
な
ら
ず
長
期
留
学
と
し

て
カ
ナ
ダ
の
高
校
、
大
学

に
留
学
で
き
る
サ
ポ
ー
ト

体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が

必
要
で
は
。
ま
た
、
来
年

40
年
を
迎
え
る
同
町
と
の

交
流
を
、
今
後
ど
の
よ
う

に
展
開
す
る
の
か
。

台
東
区
と
の
「
特
定
分

野
（
産
業
・
環
境
分
野
）

に
お
け
る
連
携
協
定
」
は

継
続
さ
れ
る
の
か
。
さ
ら

に
交
流
を
進
め
る
べ
き
と

考
え
る
が
。

（
質
問
）

み
ら
い
留
学
や
、
留
学

事
業
の
情
報
発
信
を
し
て

ほ
し
い
。

台
東
区
と
の
連
携
協
定

の
中
で
、
職
員
交
流
も
協

議
し
て
は
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

さ
ら
に
全
国
か
ら
選
ん

で
も
ら
え
る
高
校
に
な
る

よ
う
努
力
し
た
い
。

職
員
交
流
は
、
両
自
治

体
に
と
っ
て
有
益
な
事
業

に
な
る
と
考
え
る
。

Q

A

暮らしを支える住宅施策は

道営住宅建設で
居住ニーズに対応

公
営
住
宅

公
営
住
宅

（
質
問
）

公
営
住
宅
の
居
住
者
が
、

建
て
替
え
工
事
に
伴
い
転

居
を
求
め
ら
れ
た
。

転
居
手
続
き
で
は
さ
ま

ざ
ま
な
書
類
へ
の
記
載
を

求
め
ら
れ
た
が
、
高
齢
の

た
め
大
変
な
思
い
を
し
た

（
質
問
）

本
町
の
人
口
対
策
、
住

ん
で
み
た
く
な
る
町
、
高

齢
者
に
や
さ
し
い
町
づ
く

（
答
弁
）
喜
井
町
長

ご
指
摘
の
公
営
住
宅
は
、

鹿
追
町
公
営
住
宅
等
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
き
解
体

を
計
画
し
て
お
り
、
令
和

５
年
12
月
に
道
営
住
宅
建

設
事
業
が
決
定
さ
れ
た
た

め
解
体
を
進
め
て
い
る
。

書
か
な
い
窓
口
の
推
進

で
は
、
来
庁
時
の
手
続
き

に
よ
る
申
請
を
軽
減
す
る

た
め
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
等
に
よ
る
本
人
認
証
に

よ
り
、
自
動
で
申
請
書
を

作
成
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の

導
入
準
備
を
進
め
て
い
る
。

今
後
、
戸
籍
年
金
窓
口

は
も
と
よ
り
、
住
宅
入
居

手
続
き
等
に
も
活
用
す
べ

く
整
備
を
進
め
た
い
。

と
の
こ
と
で
あ
る
。

行
政
手
続
き
簡
素
化
の

た
め
「
書
か
な
い
窓
口
」

が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

手
続
き
を
見
直
す
考
え
は
。

り
の
進
め
方
は
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

人
口
減
少
が
少
し
ず
つ

進
み
、
令
和
６
年
３
月
に

は
住
民
基
本
台
帳
人
口
が

５
０
０
０
人
を
割
り
込
ん

だ
。定

住
人
口
を
増
加
さ
せ

る
た
め
に
は
、
複
合
的
な

取
り
組
み
が
必
要
で
あ
り
、

暮
ら
し
を
支
え
る
住
宅
施

策
は
重
要
で
あ
る
。

公
営
住
宅
等
長
寿
命
化

計
画
に
基
づ
き
、
建
て
替

え
や
長
寿
命
化
の
推
進
を

図
り
、
持
ち
家
住
宅
の
促

進
や
民
間
賃
貸
住
宅
へ
の

支
援
等
、
各
種
施
策
の
充

実
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

佐
さ

々
さ

木
き

　康
やすと

人　議員

狩
かりの

野　正
まさお

雄　議員

ストニィプレイン町交換
留学生等友好訪問団来町
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鹿追町国民健康保険病院の運営環境改善を

一般質問
（
質
問
）

令
和
６
年
２
月
28
日
、	

町
民
５
人
か
ら
病
院
運
営

環
境
の
改
善
を
求
め
る
陳

情
書
が
議
会
に
提
出
さ
れ
、

産
業
厚
生
委
員
会
を
経
て
、

議
会
か
ら
町
長
へ
文
書
で

申
し
入
れ
を
行
な
っ
た
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

複
数
回
に
わ
た
っ
て
事

実
確
認
を
行
な
っ
て
き
た
。

措
置
要
求
を
提
出
し
た

職
員
数
が
多
く
、
時
間
を

要
し
た
。

訴
訟
リ
ス
ク
等
を
勘
案

し
、
弁
護
士
に
相
談
を
行

な
っ
て
い
る
。

陳
情
書
の
議
会
見
解
に

対
す
る
対
応
、
当
該
職
員

へ
の
対
応
を
で
き
る
だ
け

速
や
か
に
行
い
た
い
。

（
質
問
）

陳
情
者
５
人
、
病
院
職

員
22
人
の
後
ろ
に
は
声
を

上
げ
ら
れ
な
い
多
く
の
町

民
が
い
て
、
そ
れ
だ
け
事

態
が
深
刻
で
あ
る
と
い
う

こ
と
を
受
け
止
め
て
い
た

だ
き
た
い
。

再
発
防
止
策
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
む

の
か
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

改
善
す
べ
き
事
項
は

数
々
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

具
体
的
な
内
容
は
別
の

機
会
に
お
示
し
を
し
た
い
。

Q

A

町立病院の課題について
町長の結論は

できるだけ早期に
けじめを示したい

町
立
病
院

町
立
病
院

「
鹿
追
町
立
病
院
運
営
環

境
の
改
善
を
求
め
る
陳
情

書
の
議
会
見
解
に
つ
い
て
」

と
題
し
「
病
院
設
置
者
で

あ
る
町
長
は
雇
用
管
理
上
、

何
ら
か
の
措
置
を
講
ず
る

義
務
を
果
た
す
べ
き
で
あ

る
」
と
申
し
入
れ
た
。

町
長
が
６
月
19
日
に
議

会
で
「
住
民
か
ら
の
陳
情

と
職
員
か
ら
の
措
置
要
求

の
２
点
を
精
査
し
、
早
期

に
し
っ
か
り
と
け
じ
め
を

つ
け
た
い
と
考
え
て
い
る
」

と
述
べ
て
か
ら
３
か
月
が

た
っ
て
い
る
が
。

（
質
問
）

自
治
体
が
各
種
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
を
防
止
す
る
た
め

の
措
置
は
義
務
で
あ
り
、

「
鹿
追
町
職
員
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
防
止
等
に
関
す
る
要
綱
」

並
び
に
「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト

防
止
の
指
針
」
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
職
場

全
体
の
問
題
で
、
当
事
者

以
外
の
職
員
に
と
っ
て
も
、

そ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮

で
き
る
職
場
環
境
で
は
な

い
。鹿

追
町
役
場
の
過
去
５

年
間
の
職
員
の
休
職
・
退

職
の
状
況
、
相
談
件
数
は
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
案
が

発
生
し
た
時
の
対
応
は
。

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
の

有
資
格
者
を
置
い
た
外
部

の
相
談
窓
口
を
設
け
て
は
。

（
質
問
）

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
見
た

周
囲
の
人
の
対
応
が
重
要

で
あ
る
。
指
針
で
は
「
周

囲
の
人
は
行
為
者
に
注
意

し
、
被
害
者
を
精
神
的
に

支
え
、
必
要
に
応
じ
て
相

談
窓
口
へ
相
談
す
る
」
と

の
対
応
が
示
さ
れ
て
い
る
。

匿
名
で
も
相
談
で
き
る

よ
う
な
外
部
の
相
談
窓
口

（
答
弁
）
喜
井
町
長

指
針
に
つ
い
て
、
い
ま

一
度
職
員
に
周
知
し
た
い
。

事
実
関
係
の
確
認
は
必

要
で
あ
る
が
、
専
門
機
関

と
も
相
談
し
て
い
き
た
い
。

（
答
弁
）
喜
井
町
長

定
年
退
職
は
18
人
、
自

己
都
合
に
よ
る
退
職
が
17

人
、
休
職
者
４
人
、
相
談

件
数
は
４
件
で
あ
る
。

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
相
談
が

あ
っ
た
場
合
、
相
談
窓
口

で
あ
る
総
務
課
で
事
実
確

認
を
行
い
、
被
害
者
の
ケ

ア
と
職
場
環
境
の
改
善
を

行
う
。
外
部
相
談
窓
口
に

つ
い
て
は
検
討
し
た
い
。

外
部
の
相
談
窓
口
を
検
討
す
る

職場環境職場環境

役
場
職
員
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
対
策
は

が
必
要
で
あ
る
。
パ
ワ
ハ

ラ
は
業
務
指
導
の
延
長
線

上
に
あ
る
の
で
、
事
実
認

定
が
難
し
い
。
調
査
に
ば

か
り
時
間
を
か
け
る
の
で

は
な
く
、ま
ず
「
通
知
」「
調

整
」「
調
停
」
の
手
順
で
早

期
に
解
決
を
目
指
す
方
法

を
取
っ
て
は
。

山口　優子　議員

ハラスメント防止対策を

QA

山
やまぐち

口　優
ゆうこ

子　議員
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アンケート結果

議員とカフェでひとこと
令和 6年 11月 26日（火）11：00　平成館でお待ちしています！

開催します

しかおい議会だより第 163号で行いました「議会だより及び議会活動に関するア
ンケート」にご協力いただき、感謝を申し上げます。
おかげ様で、多くの皆さまから貴重なご意見をいただくことができました。皆さま

からいただきましたご意見を、今後の議会活動に生かしていきたいと考えております。
皆さまからのアンケート結果と、ご意見の一部を紹介させていただきます。

つぶやき ■	鹿追町健康温水プールに通っている。外がどんな天気でも快適。
これからの季節はさらにおすすめです。

１. 性別　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２. 年齢

３. 議会発行の「議会だより」「議会だよりミニ版」を年に計８回発行していますが知っていますか。

４.「議会だより」「議会だよりミニ版」を読んでいますか。

５. まちなか会議「議会報告会」や「カフェでひとこと」を行なっていますが、知っていますか。

6. 議会ホームページや議会中継（YouTube）をご覧になったことはありますか。

7. 議会本会議や委員会を傍聴できることを知っていますか。

8. 議会全般に関することで、ご意見があればご記入をお願いします。

男性44％ 女性50％

無回答6％
20代
11％

30代
22％

40代
17％

50代
33％

60代
11％

70代6％

はい94％

◎　議員とカフェでひとことですが、ただやっているだけになっていませんか？
　気軽に意見交流できる場を設けていただいているのは大変ありがたいと感じていますが、平日の午
前 11時だけだと現役世代の声が聞こえなくても開催することが目的と感じてしまいます。
　この他に夜の部を設けていただき、さらに幅の広い情報交換をして住みよいまちづくりにつなげる
事を目標にステップアップしてはいかがでしょうか？

はい94％

はい56％ いいえ44％

はい89％ いいえ
11％

いつも読んでいる67％ たまに読んで
いる22％

いいえ6％

興味のある記事のみ読んでいる11％

◎　しっかり仕事をしてほしい。

◎　今回の議会だよりにも載っていましたが、議員の定数は削減すべきだと思います。また、ある程度
年齢制限、定年制も導入すべきと思います。若い人がやらなければ町も若返りません。

◎　町民の代表である議員さん。個人の感情で判断せず、町民の声に耳を傾けてください！

◎　国民健康保健病院の医師たちの態度等はどうせ改善されないだろう、なら最初から行くのをやめれ
ばいいと思っていたら、まさかの議会で問題として提議されているとは思いませんでした。とてもう
れしいです。私があそこの医師にされたひどい言動は一生傷となって残っています。傷は薬をつけれ
ば治るかもしれません。しかし、心の傷は治ることはないのです。

◎　町のお金の使い方には、慎重に審議してほしいと思う。鹿追高校の支援は大切だと思うが額が大き
過ぎると思います。小中学生や町外に通う高校生や鹿追高校卒業生以外の大学生等への支援も大切だ
と思います。議会の皆さんにはしっかり見極めて町政を進めていただきたい。

アンケートにご協力ありがとうございましたアンケートにご協力ありがとうございました

いいえ6％

まちなか会議



し
か
お
い
議
会
だ
よ
り

し
か
お
い
議
会
だ
よ
り

〒
０
８
１

〒
０
８
１
｜｜
０
２
９
２　
　
　
　
　

北
海
道
河
東
郡
鹿
追
町
東
町
１
丁
目

０
２
９
２　
　
　
　
　

北
海
道
河
東
郡
鹿
追
町
東
町
１
丁
目
1515
番
地
１　
☎
０
１
５
６
（

番
地
１　
☎
０
１
５
６
（
6666
）
４
０
３
９

）
４
０
３
９

■
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年

■
２
０
２
４
（
令
和
６
）
年
1010
月月
2525
日
発
行　
　
　
　
　
■
発　
行

日
発
行　
　
　
　
　
■
発　
行  

／／  

鹿
追
町
議
会　
　
　

■
編　

集

鹿
追
町
議
会　
　
　

■
編　

集  

／／  

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

広
報
広
聴
常
任
委
員
会

No.164

編 　 集 　 後 　 記編 　 集 　 後 　 記
前回の議会だよりの表紙は、議会アンケートにリンクするQRコードでした。
どれだけの人に広報紙が読まれているのかを知るための試みでした。真摯

に議会に対する意見もいただきました。この場を借りてお礼申し上げます。
多様化する行政の課題、町民の声に対応するためには、議員は常に問題意

識を持つ責務があります。気軽にデジタル機器で意見が交わせる時代、広報広
聴のツールも進化が必要な時なのかもしれません。

議会広報部会		部会長　	佐 々 木 　 康 人

議会広報広聴常任委員会
広報部会

部 会 長 　佐々木康人
副部会長　  山口　優子
部 会 員 　青砥　敏一 
　　　　　  金子　孝伸
　　　　　  黒井　敦志

※就労継続支援Ｂ型：一般企業等で働く事が難しい方々に就労機会、生産活動の場を提供する福祉サービス。
※ノウフクＪＡＳ：障がいのある人が生産工程に携わった食品の日本農林規格。

Ａ　
新
し
い
仕
事
（
農
作
業
）

を
経
験
し
、「
自
分
た
ち
に
で

き
る
こ
と
は
沢
山
あ
る
ん
だ
」

と
自
信
が
つ
い
て
き
て
い
る

の
は
明
ら
か
で
す
。

ま
た
、
決
ま
っ
た
時
間
で

の
作
業
を
通
じ
、
生
活
サ
イ

ク
ル
の
変
化
も
新
鮮
な
経
験

と
な
り
、
生
活
改
善
に
も
通

じ
て
い
ま
す
。

Ｑ　

今
後
、
ど
の
よ
う
な
施

設
に
し
て
い
き
た
い
で
す
か
。

Ａ　
施
設
を
増
築
す
る
予
定

で
、
利
用
者
が
携
わ
っ
た
製

品
や
農
産
品
を
直
接
販
売
す

る
ス
ペ
ー
ス
も
設
置
し
ま
す
。

販
売
と
い
う
新
し
い
役

割
を
経
験
す
る
こ
と
で
町
民

と
の
関
わ
り
も
増
え
、
特
性

が
あ
る
人
々
へ
の
理
解
が
深

ま
っ
た
ら
嬉
し
い
で
す
。

取
材
の
と
き
に
施
設
で
休

憩
し
て
い
た
利
用
者
の
表
情

が
明
る
く
、
自
信
に
満
ち
た

笑
顔
で
し
た
。

念
願
の
就
労
継
続
支
援
Ｂ

型
施
設
と
し
て
今
後
が
楽
し

み
で
す
。

様
々
な
障
が
い
（
以
下
特

性
と
い
い
ま
す
）
が
あ
る

方
々
の
就
職
支
援
等
を
行
う

※
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業

所
ｎ
ａ
ｎ
ｍ
ｏ
が
、
令
和
５

年
10
月
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
地
域

共
同
作
業
所
も
み
じ
工
房
内

に
開
設
し
ま
し
た
。

施
設
開
設
後
の
利
用
者
の

様
子
を
、
担
当
の
宇う

津つ

木き

理り

恵え

さ
ん
に
伺
い
ま
し
た
。

Ｑ　

在
籍
者
は
何
人
で
す

か
。
ど
ん
な
作
業
で
す
か
。

Ａ　
12
人
が
在
籍
し
、
適
性

に
応
じ
た
作
業
を
し
て
い
ま

す
。
主
に
石
け
ん
づ
く
り
、

ス
ニ
ー
カ
ー
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
、
町
の
瓜
幕
バ
イ
オ
ガ
ス

プ
ラ
ン
ト
水
耕
栽
培
ハ
ウ
ス

で
の
作
業
と
、
活
躍
の
場
が

広
が
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ　
利
用
者
に
変
化
は
あ
り

ま
し
た
か
。

農福連携事業は、瓜幕バイオガスプラントの水
耕栽培ハウスで行われています。
利用者の良き相談相手にもなっている内海卓実
さんに伺いました。

令和５年10月から「※ノウフクＪＡＳ」を目
指した準備を始め、令和６年３月に取得しまし
た。作業は当初、育てた野菜の袋詰めからスター
トしました。作業者の適性に応じ、種まき、定植、

手入れまで多岐にわたります。
育てている野菜はミニトマト、レタス、クレソ
ン、パセリ、バジル等と多彩。
中でもバジルは、十勝管内のレストランにも評
価されています。
自分たちが育てた野菜がお客様から高い評価を
受けることで、利用者の方々、職員の皆さんも
仕事に誇りを感じています。
この活動が多くの方に理解いただけるよう、生
産と販売に頑張りたいです。

農福連携は特性がある方々にとって重要な活躍
の場です。
このような体制が確立することは、多様性を認
め、受け入れる社会づくりにも大きく貢献でき
るものと取材を通して強く感じました。

農福連携農福連携
事業事業

（
取
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・
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伸
）

ハウスでの作業風景

障がい者就業支援施設障がい者就業支援施設
『ｎａｎｍｏ』『ｎａｎｍｏ』開設開設

職員と利用者の皆さん
役場保健福祉課

内
うちうみ
海		卓

たく
実
み
	さん


